遺産分割協議書

被相続人　〇〇 〇〇（令和〇年〇月〇日死亡）
最後の住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
本籍　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番地
生年月日　昭和〇年〇月〇日

　上記の者の死亡によって開始した相続の共同相続人である〇〇 〇〇及び〇〇 〇〇は、その相続財産について、次のとおり遺産分割の協議を行った。

第1条　相続人 〇〇 〇〇 は、次の預貯金債権を取得する。
（1）〇〇銀行 〇〇支店　普通預金　口座番号 〇〇〇〇〇〇〇
（2）〇〇銀行 〇〇支店　定期預金　口座番号 〇〇〇〇〇〇〇
第2条　相続人 〇〇 〇〇 は、次の預貯金債権を取得する。
（1）株式会社ゆうちょ銀行　通常貯金　記号 〇〇〇〇〇　番号 〇〇〇〇〇〇〇〇
第3条　前2条の預貯金債権には、相続開始後に生じた利息を含む。
第4条　本協議書に記載のない遺産及び後日判明した遺産は、相続人 〇〇 〇〇 が取得する。
（または「相続人全員で別途協議する。」）

　この協議を証するため、本協議書を2通作成して、それぞれに署名、押印し、各自1通を保有するものとする。

令和〇年〇月〇日

相続人
住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　実印

相続人
住所　〇〇県〇〇市〇〇町〇丁目〇番〇号
氏名（自署）　　　　　　　　　　　　　　　　　実印


【使い方のメモ（提出前にこのメモは削除してください）】
・預貯金は「金融機関名・支店名・種類・口座番号」で特定します。ゆうちょ銀行は「通常貯金・記号・番号」です。
・残高は書かなくてかまいません。1つの口座を分けるときは「口座番号〇〇の預金債権のうち2分の1」と割合で書きます。
・第4条は二者択一です。どちらか一方を残してください。
・銀行では協議書とは別に、所定の相続届への署名・実印も求められるのが一般的です。先に金融機関へ確認してください。
・不動産がある場合はこの形では足りません。
・構成は法務局の遺産分割協議書の例にそろえています。作成：いまから相続（souzoku-connect.jp）2026年10月版。
